
簡易栄養診断技術を用いた肥料の吸収状況の把握
従来は分析に１週間程度要したが、簡易栄養診断技術を用いれば、数時間で簡単に肥料の吸肥状況が把握できる

葉柄を粉砕し、試薬で発色させ濃度を測定
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②試薬で発色

③機械で発色程度を測定

①葉柄を粉砕

簡易栄養診断による肥料の吸収状態の把握

分析手順
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今までの方法による分析
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分析にかかる時間：１週間

分析にかかる時間：２時間

分析手順

施肥後、硝酸イオン濃度が上昇

施肥後、リン酸イオン濃度が上昇

冬季の施肥は樹への吸収量が少
ないことがわかる

窒素の確認

リンの確認

測定結果


